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１
．
募
集
に
あ
た
っ
て

　

北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
は
、
一
九
六
八
年
四
月
に
設
立

さ
れ
、
昨
年
五
〇
周
年
を
迎
え
、
所
報
『
北
海
道
自
治
研
究
』

も
本
号
で
通
巻
六
〇
〇
号
を
数
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
〇

〇
号
ご
と
に
記
念
論
文
を
公
募
し
、
優
れ
た
研
究
を
表
彰
発

表
す
る
の
は
、
本
研
究
所
の
大
き
な
役
割
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
も
「
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
を
展
望
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
自
治
に
関
連
す
る
論
文
を
募
集
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

北
海
道
の
市
町
村
は
、
自
治
基
本
条
例
や
議
会
基
本
条

例
を
先
駆
す
る
な
ど
先
進
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
一
方
、
人
口
減
や
高
齢
化
の
進
展
、
財
政
難
に

悩
む
自
治
体
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
に

対
応
可
能
な
、
自
治
の
充
実
を
展
望
し
う
る
実
践
や
そ
れ

を
支
え
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
斬
新
な
発
想
の
論
文
が
多

数
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

２
．
応
募
論
文
一
覧

　

と
こ
ろ
が
、
募
集
締
め
切
り
に
近
い
九
月
六
日
震
度
七

を
記
録
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
、
さ
ら
に

北
海
道
全
道
で
の
停
電
も
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
の
前
日

に
は
、
台
風
二
一
号
が
北
海
道
を
駆
け
抜
け
各
地
に
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
未
曾
有
の
災
害
に
お

い
て
、
住
民
の
被
害
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
首
長
・
議
員

や
職
員
も
日
頃
の
業
務
に
加
え
て
災
害
対
応
に
追
わ
れ

た
。
こ
の
た
め
、
締
め
切
り
を
一
〇
日
ほ
ど
延
ば
し
た
も

の
の
、
応
募
作
品
は
わ
ず
か
三
編
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
応
募
い
た
だ
い
た

皆
様
に
は
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
応
募

論
文
の
全
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る（
受
付
順
）。

①　
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
を
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ

ツ
ァ
美
唄（
美
唄
市
）の
事
例
か
ら
考
え
る
～
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
活
動
と
関
係
人
口
を
視
座
に
お
く
～
」

②　
「
議
会
の
『
あ
り
方
研
究
会
』
報
告
書
を
批
判
的
に
検
証

す
る
―
浦
幌
町
の
議
会
現
場
の
実
態
に
即
し
て
―
」

③　
「
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
を
展
望
す
る
―
地
方
こ
そ
よ
み

が
え
る
」

３
．
選
考
経
過

　

⑴　

選
考
委
員
会
と
統
一
基
準

　

審
査
を
行
う
選
考
委
員
会
は
、
佐
藤
克
廣
理
事
長
（
北

海
学
園
大
学
教
授
）
を
委
員
長
と
し
て
、
山
崎
幹
根
副
理

事
長
（
北
海
道
大
学
教
授
）、
大
出
彰
良
副
理
事
長
（
自

治
労
北
海
道
本
部
執
行
委
員
長
）、
押
谷
一
理
事
（
酪
農

学
園
大
学
教
授
）、
清
末
愛
砂
理
事
（
室
蘭
工
業
大
学
准

教
授
）、
竹
中
英
泰
理
事
（
旭
川
大
学
名
誉
教
授
）、
畠
山

武
道
理
事（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）、平
岡
祥
孝
理
事（
札

幌
大
谷
大
学
教
授
）、
山
内
亮
史
理
事
（
旭
川
大
学
学
長
・

教
授
）、
横
山
純
一
理
事
（
北
海
学
園
大
学
教
授
）、
吉
田

徹
理
事
（
北
海
道
大
学
教
授
）
の
一
一
名
で
構
成
し
た
。

　

委
員
会
開
催
に
先
立
ち
各
委
員
は
、
五
〇
〇
号
記
念
と

同
様
の
以
下
の
統
一
基
準
で
の
採
点
を
行
っ
た
。

１　

課
題
設
定
や
議
論
の
独
自
性
〔
１

－

１
問
題
発
見
性
、
１

－

２
議
論
の
独
自
性
〕

２　

論
旨
の
明
確
さ
〔
２

－

１
文
章
表
現
の
明
確
性
、
２

－

２

論
旨
展
開
の
説
得
性
〕

３　

提
案
さ
れ
た
課
題
解
決
策
の
実
行
可
能
性
〔
３

－

１
提
案

の
実
証
性
、
３

－

２
提
案
の
現
場
性
〕

４　

論
文
全
体
の
自
治
体
政
策
改
革
へ
の
寄
与
度
〔
４

－

１
改

革
志
向
性
、
４

－

２
応
用
可
能
性
〕

５　

総
合
評
価

　

な
お
、
選
考
の
公
平
性
、
客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
、

事
務
局
が
応
募
論
文
原
本
書
類
を
厳
重
に
管
理
し
、
執
筆

者
名
を
伏
せ
て
複
写
し
た
も
の
を
各
選
考
委
員
に
配
布
し

た
。
従
っ
て
、
選
考
結
果
が
確
定
す
る
ま
で
、
選
考
委
員

長
も
含
め
各
委
員
に
は
執
筆
者
名
を
完
全
に
秘
匿
し
て
審

査
が
行
わ
れ
た
。

　

⑵　

選
考
委
員
会
で
の
審
査

　

選
考
委
員
会
は
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
五
日
に
開
催
さ

れ
た
。
各
委
員
が
事
前
採
点
を
持
ち
寄
り
、
各
応
募
作
品

に
つ
い
て
意
見
を
戦
わ
せ
た
。
応
募
は
、
三
編
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
募
集
要
領
に
定
め
た
基
準
を
満

た
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
選
外
と
し
た
。
二
編
に
つ
い

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
押
す
意
見
も
あ
っ
た
も
の
の
、

記
述
に
重
複
が
多
か
っ
た
り
、
概
念
の
整
理
に
問
題
が
あ

る
と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
の
入
選
作

の
水
準
と
比
較
す
る
と
入
選
と
す
る
に
は
あ
と
一
歩
足
り

な
い
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
こ
の
た
め
、
今
回
は

入
選
作
は
な
く
、三
編
と
も
選
外
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
二
編
に
つ
い
て
は
、
執
筆
の
努
力
を
評
価
し
、

「
奨
励
賞
」
を
送
る
こ
と
と
し
た
。

４
．
講
評

　

今
回
は
、
応
募
作
品
が
少
な
か
っ
た
た
め
も
あ
り
、
入

選
作
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
該
当
な
し
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
締
め
切
り
間
近
の
九
月
に
災
害
が
な
け
れ
ば
自
治
体

職
員
等
か
ら
の
応
募
が
も
っ
と
活
発
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
や
、
公
務
員
数
削
減
の
波
を
受
け
自
治
体

職
員
が
多
忙
を
極
め
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
論
文

へ
の
応
募
を
た
め
ら
う
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
指
摘
も
選
考
委
員
か
ら
は
出
さ
れ
た
。
忙
し
い
日

常
を
送
り
な
が
ら
論
文
を
執
筆
す
る
作
業
は
、
生
半
可
な

こ
と
で
は
で
き
な
い
こ
と
は
選
考
委
員
一
同
理
解
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
中
で
も
自

治
の
向
上
を
目
指
す
研
究
を
是
非
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
の
が
、
選
考
委
員
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
っ
た
。

選
考
委
員
会

北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
設
立
五
〇
周
年
・『
北
海
道
自
治
研
究
』

六
〇
〇
号
記
念
論
文 
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表


